
 

コミュニケーション英語Ⅱ研究授業指導案 
 
 

学校名： 沖縄県立球陽高校 
教科書：PROMINENCE English CommunicationⅡ 

（東京書籍） 
 
１．単元名  Lesson 9  A Country of Poles and Signs 
 
 
２．単元目標 
【知識及び技能】 
(1) 日本の景観について Dennett 氏や Kato 氏、Honda 氏の意見の共通点や相違点を読み取り、日本の

景観の長所・短所等について理解する。 
(2) 聞いたり読んだりした内容に関する質問に英語で答える技能を身につける。 
 
【思考力･判断力･表現力等】 
(1) 日本の景観の長所・短所について英語で表現できる。 
(2) 題材に関する自分の意見を根拠を示しながら英語で表現し、他の人と意見を交換しながら議論を 

深めることができる。 
 
【学びに向かう力､人間性等】 
(1) 日本の都市に特徴的な電柱や看板の存在・影響について興味を持ち、それらに対する異なる主張

やその理由を主体的に学ぶ。 
 
 
３．単元について 
(1) 生徒観 
私が担任を務める 2 年 2 組は、球陽中学から上がってきた内進生 20 名と、高校から入学してきた

理数科の上位層 20 名からなる特別編成クラスである。学力は高く素晴らしいのだが、中には人間関係
形成が苦手な生徒もおり、コミュニケーション能力や他者理解の姿勢は社会生活において必要なもので
あるという観点から、それらの力を磨くべきだと考えている。また、理数科ではあるが、英語や国際社
会に興味を持っている生徒が多いのも特徴のひとつである。 

 
 (2) 教材観 

本教材は、電柱やさまざまな看板等が立ち並ぶ日本の景観について賛否両論の意見を知り、考えを
深められる教材となっている。また、題材に対する賛成・反対の意見とその理由を理解し、それらを踏
まえて自らの主張を構築し、表現する場面を設定して取り組むべき教材だと考える。 

 
 (3) 指導観 

本教材の読解等を通して、日本の景観に対する賛否両論の意見を学び、そこから自分自身の主張を、
根拠を示しながら発表できるように指導していきたい。そして他の人と意見交換する機会も設定し、さ
らに学びが深まるよう工夫していきたい。また、上述の通り、2 年 2 組の中には人間関係形成が苦手な
生徒もいるため、グループワークやペアワーク、そしてパフォーマンス課題として単元末にインタビュ
ーテストを実施し、他者を理解し、他者と協働し、その中で自分の意見を表現する場面設定を行い指導
していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４．学校全体を通して育成したい資質・能力 
育成したい 
資質･能⼒ 

資質･能⼒を 
構成する⼒ 内  容 本授業 

国際的視野 
【国】 

① 言語運用能力 自国の言語あるいは外国語でのコミュニケーション能力 〇 
② 他者理解 他者を柔軟に受け入れ，気持ちを理解する力 〇 
③ 国際理解 自国および他国の文化や社会について理解する力 〇 

主体的探究心 
【主】 

① やり抜く力 物事を肯定的に捉え困難が生じても諦めずに取り組む力  
② 知識理解力 対象への知識や概念を関連付けながら深く理解する力  
③ 計画実行力 目標や目的を達成するための計画を構築する力  

論理的思考力【論】 様々な物事を関連させ，道筋立てて体系的に考える力 〇 
表現力 
【表】 

① 論理的表現力 様々な物事を関連させ，道筋立てながら説明できる力 〇 
② データ表現力 最も効果的な図表などを作成する力  

貢献力 
【貢】 

① メタ認知能力 
俯瞰･内省により自己の認知(思考･判断･表現など)を
認知する力 

〇 

② 自己管理調整力 
自分の望む結果を得るように自分の感情･思考･行動を
管理調整する力 

 

③ 協働実践力 周囲と良好な関係を築いたり維持しながら活動する力 〇 
 
 
５．単元を通して育成したい資質・能力 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力､人間性等 
外国語の音声や語彙、表現、文
法、言語の働きなどの理解を深
めるとともに、これらの知識を
適切に活用し、本文内容を聞い
たり読んだりして理解する技能
を身につける。 

日常的な話題や社会的な話題に
ついて、情報や考え等の概要や
要点、詳細等を適切に表現した
り伝え合ったりできる力を養
う。 

外国語の背景にある文化や歴
史、国際的問題に対する理解を
深め、主体的に学び、その学びを
友人と共有しようとする態度を
養う。 

 
 
６．評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①【知識】 
 日本の景観について Dennett
氏や Kato 氏、Honda 氏の意見の
共通点や相違点を読み取り、日
本の景観の長所・短所等につい
て理解している。 
②【技能】 
 聞いたり読んだりした内容に
関する質問に英語で答える技能
を身につけている。 

③日本の景観の長所・短所につ
いて英語で表現できる。 
④題材に関する自分の意見を根
拠を示しながら英語で表現
し、他の人と意見を交換しな
がら議論を深めることができ
る。 

⑤日本の都市に特徴的な電柱や
看板の存在・影響について興
味を持ち、それらに対する異
なる主張やその理由を主体的
に学ぼうとしている。 

 
 
７．単元目標に迫る問い・本質に迫る問い 
  電柱やさまざまな看板等が立ち並ぶ日本の景観や都市開発について意見を問う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．単元の指導と評価計画（全８時間計画） 



時 学習活動 指導上の留意点 
評価 

知 思 主 

1 Part 1-2 の単語の暗記とグループテス
ト、本文読解 

Part 1-2 の単語を読んだり聞いた
り書いたりして、その意味を理解
し、正確に発音したり書いたりでき
るようグループで取り組ませる。ま
た、それを活用して Part1-2 の概要
を捉える。 

〇   

2 Part 1-2 の本文読解とシャドーイング・
オーバーラッピング 
【Warm-Up】 
本文の内容に関してペア・ディベートを
行う 

Part 1-2 の概要を再確認し、その詳
細を読み取るよう取り組ませる。ま
た、シャドーイング・オーバーラッ
ピングによりその理解を深め、リス
ニング力向上を図る。 

〇 〇  

3 Part 3-4 の単語の暗記とグループテス
ト、本文読解 

Part 3-4 の単語を読んだり聞いた
り書いたりして、その意味を理解
し、正確に発音したり書いたりでき
るようグループで取り組ませる。ま
た、それを活用して Part3-4の概要
を捉える。 

〇   

4 Part 3-4の本文読解とシャドーイング・
オーバーラッピング 
【Warm-Up】 
本文の内容に関してペア・ディベートを
行う 

Part 3-4の概要を再確認し、その詳
細を読み取るよう取り組ませる。ま
た、シャドーイング・オーバーラッ
ピングによりその理解を深め、リス
ニング力向上を図る。 

〇 〇  

5 Part 5の本文読解とシャドーイング・オ
ーバーラッピング 

Part 5 の概要や詳細を読み取るよ
う取り組ませる。また、シャドーイ
ング・オーバーラッピングによりそ
の理解を深め、リスニング力向上を
図る。 

〇   

6 Part 1-5の本文読解とサマリー・ライテ
ィング、リテリング 

Part 1-5を読み直し、その詳細を再
確認し、英語で要約をまとめたり本
文の内容をリテリングしたりペア
で取り組ませる。 

〇 〇  

7 Part 1-5の本文読解、本文内容を踏まえ
て日本の景観や都市開発について自分
の意見を話したり書いたりする。 

Part 1-5について復習し、電柱やさ
まざまな看板等が立ち並ぶ日本の
景観について自分の意見をまとめ
させる。 

〇 〇 〇 

8 インタビューテスト（ショートスピーチ） パフォーマンステストを行い、日本
の景観や都市開発について自分の
意見を述べさせる。前時にまとめた
内容を参考にするよう促す。 

 〇  

 
 
【パフォーマンステスト】 
(1) 内容 

単元終了後、以下の内容を含んだインタビューテストを行う。 
①電柱やさまざまな看板等が立ち並ぶ日本の景観や都市開発について意見を問う。 

 
(2) 評価領域 
話すこと（やり取り） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 評価基準（ルーブリック） ※ALTも関わるため英語で作成 



 知識・技能 表現 態度 

A 

A student expresses 
his/her opinion with an 
example or information 
from the textbook. 

A student expresses his/her 
opinion with some mistakes, 
but what he/she wants to 
say is clear enough. 

A student tries to convey 
his/her thoughts in 5 
sentences or more. 

B 

A student expresses 
his/her opinion, but 
without an example or 
information from the 
textbook. 

A student expresses his/her 
opinion with some mistakes, 
and what he/she says is 
partially not clear. 

A student tries to convey 
his/her thoughts in 3-4 
sentences. 

C 

A student ’ s answer has 
nothing to do with the 
question. 

A student answers without a 
subject and a verb, and 
what he/she says is not 
clear. 

A student tries to convey 
his/her thoughts in 2 
sentences or less . 

 
 
９．本時の計画 
(1)本時の目標 
①Part 1-5の要点を押さえながら、本文内容をリテリングできる。 
②電柱やさまざまな看板等が立ち並ぶ日本の景観ついて考えを深め、意見をまとめる。 

 
(2)本時の展開（7/8 時間） 
 

学習活動 留意点 形態 
評価 

知 思 主 
 
導
入 
15
分 

①ペアでクイズを出し合い、新出単
語を復習する。 

 
②Part 1-5の要点を押さえ、写真・
イラストを見ながら本文内容を
リテリングし、相手に伝える。1
分間考える時間を与え、その後ペ
アを変えながら 3-4 ペアと活動
を行う。 

 

①発音練習→ペアチェック 
 
 
②授業者が 1 度見本を見せる。そ
の際多少長めに話すことでロー
ルモデルとして示すと同時に、
苦手な生徒にはもう少し短くて
もよいと伝える。 

ペア 
 
 
ペア 

〇 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 

 
 
 
〇 
 
 
 
 
 
 
 

 
〇 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 
 

〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 

 
〇 

 
展
開 
35
分 

①Part 1-5 を再度読み直し、要約
問題に取り組む。(10 分) 

 
②“Janken Debate”(ペア・ディベート) 

  (15分) 
 本文内容に沿ったテーマについ
て、ペアになってミニディベート
を行う。 

 ・日本の電柱や看板は景色の邪魔
になる 

・ヨーロッパの景観より日本の景
観は美しい 

 
③ディベートで話し合った内容を
短い英作文にまとめる。(10 分)                            

 

①個人で集中して取り組ませる。
机間指導も行う。 

 
②ヒントとなる表現は前もって与
える。自分の考えを伝えようと
する積極性が重要だと伝える。 

 また、視覚資料を提示すること
で意見の出しやすい環境を整え
る。 

 
 
 
 
③机間指導を行い、表現の補助を
行う。 

個人 
 
 
ペア 
 
 
 
 
 
 
 
 
個人 

ま
と
め 
10
分 

①展開③でまとめた英作文をペア
で共有し、各項目に沿って互いの
評価をつける。また、短いコメン
トも添える。 

 

①評価項目は易しく設定し、英語
で自分の意見を表現できたこと
を高く評価できるように工夫す
る。 

ペア 

 
 


